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── 自然
小笠原諸島は、東京から南に約千キロメートルの太平洋上に所在し、聟島・父島・母島・
硫黄（火山）の諸列島その他の、30余の島々で構成されている。行政区としては、東京都
小笠原村に属する。面積 24平方キロメートル弱の父島と、その南約 50キロメートルに位
置する面積 20平方キロメートル強の母島のみに現在、民間人が居住している。
父島は海底のマグマ噴火でできた枕状溶岩が隆起し、表土が浅い。母島は隆起後の陸上
噴火堆積物が厚い表土となっている。北緯 27度と沖縄・那覇に近く、亜熱帯気候に属する
が、乾性低木林を主体とする父島と湿性高木林の母島とは、気候区分が違うのではと言わ
れるほど植生が異なる。
いずれも、過去に大陸とつながったことがない海洋島で、哺乳類はオオコウモリだけ。
在来の爬虫類はトカゲ一種でヘビ類がいない。陸上生態系の食物連鎖の頂点である猛禽は
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〈研究ノート〉新篇  小笠原島誌稿
岩本陽児 IWAMOTO Yohji
── 自然
── 歴史
── 戦後史
── 文化
── 生活
【要旨】19世紀初頭まで無人島（むにんじま、もしくはむにんとう）と公式に呼ばれてい
た小笠原諸島は、日本本土を遠く離れた太平洋上に浮かぶその地政学的な条件にふさわし
く、数奇な歴史をもつ。
本稿では、まず冒頭に海洋島としての自然特性を略記したうえで、江戸時代以降の国際
政治との関連のなかで島の歴史を振り返り、1830 年とそれ以降に入植した「欧米・ハワイ
系住民」、ここが日本領として確定した 1876（明治 9）年以降の日本人入植者いわゆる
「旧島民」、1968（昭和 43）年の施政権返還以降の移住者「新島民」によってコミュニテ
ィが構成されてきたことについて紹介し、いくつかの研究課題を指摘した。
次に、公務員比率の高い国境島嶼で、しかもユネスコ世界自然遺産に指定された観光地
であるこの島に現在みられる独特な特徴を、住民生活、文化・芸能、固有の生態系保護と
いう公益と私権の再調整等に見た。その際、この半年の在島生活を通じて得られた島民の
「語り」を織り込むことに配慮した。
ノスリ一種といった特色を多々持っている。適応放散によりさまざまな種が進化し、上記
を含め固有種が大変多い。とりわけ陸産貝類に顕著なこの進化の多様性が、2011 年のユネ
スコ世界遺産指定の理由とされた。
一方、人間が持ち込んだ外来種が、本来の生態系を変えているとの認識があり、小笠原
ではすでに完了したノブタ駆除のほか、ノヤギ駆除（銃殺）、ノネコ（捕獲）、クマネズミ
（殺鼠剤散布）などの外来種対策を東京都、村役場が行っている。植物も同様だが、たとえ
ばモクマオウがカワラヒワの棲家や餌を提供して生態系の一部を構成しており、難しさも
指摘されている１）。ノネコは、ヘビがいないため地上営巣の習性を身につけた海鳥類やア
カガシラカラスバトを食い荒らし、その数を減少させていた。ノネコを捕獲して内地に送
り、東京獣医師会が馴化・里親を探すという一連の取り組みは、特筆に値する２）。ノネコ減
の一方で、やはり外来種であるクマネズミ増加の実態もある。
近年まで広く信じられていた「自然は自然だから、人は何もしないで自然のままに任せ
るべき」との旧来的自然観は払拭され、人が責任を持って管理し、本来の生態系回復をと
の認識が共有されている。ウミガメ・海鳥への光害に配慮した街灯設置も進められている。
2019 年 10 月 24 日に小笠原を直撃した台風 21号は、1983 年の台風 17 号に匹敵する記
録的な被害をもたらした。野生生物の食糧難が懸念されている。
── 歴史
小笠原は長らく、無人島（むにんじま・むにんとう）と称されてきた３）。1675（延宝 3）年
に、幕府から委嘱された長崎代官末次平蔵の調査隊（船頭、島谷一左衛門）が地図を作製
し、博物標本を持ち帰った。これらは幕府に献上ののち金品を下賜されている。「無人島」
の名称は、これにより公式化された。ただし、直後の末次家断絶により、探検の成果は封
印された４）。
1675 年から 1727 年まで、小笠原一門を自称する長直、長啓、貞任の三代により、この
島は先祖小笠原貞頼が家康から賜ったとする三度の申し立てが幕府に対して行われた。小
笠原宗家による家系図調査の結果、これは最終的に偽りとして退けられ、小笠原貞任は身
分詐称の罪により重追放の刑に処せられた。この時期に現れた著者不明の『巽無人島記』
は、申し立てを裏付ける意図で執筆された偽書とされている５）。
長崎オランダ商館駐在の医師ケンペル（Kämpfer）が残したドイツ語の手稿をもとに、そ
の死後の 1727 年にハンス卿スローンが英訳『日本誌』を出版。小笠原は Bunesimaの名で
紹介された。これが、小笠原が西洋に紹介された嚆矢とされる６）。『日本誌』は好評で、そ
の後のヨーロッパ社会に大きな影響を及ぼしたが、英訳者およびドイツ語のできない英人
編集者の、読者への迎合を含んだ意図的な改竄がこれに貢献したとの指摘もある７）８）。
こうした一般評価の割に、現在の小笠原に関する記述の影響は小さかった。添付の日本
地図が八丈島（Fatisio）までで、小笠原が地図に記載されなかったためであろう。なお、こ
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の地図は「新撰大日本図鑑」等をベースに英訳者が合成したものという９）。
1785（天明 5）年に仙台で、林子平『三国通覧図説』が出板された。この付録部分で林
は、末次調査隊が測量し、後世書写しが繰り返された小笠原島の地図を掲載し、「無人嶋大
小八十余山之図　本名小笠原嶋と云」と解説した。今日長崎に伝わる写本では父島の二見
湾が北西に開口しているが、『三国通覧図説』添付図は北に開口している特徴がある。実際
には、二見湾は西に開口している。北に開口した二見湾をもつ地図は、その後、明治初年
まで継承された 10）。
パリ大学の初代中国学講座教授レミュザ（Rémusat）が 1817 年に林の『三国通覧図説』
部分訳を学術誌に紹介し、小笠原をボニン島（ILES BO-NIN）とした。無人島の漢字の読み
については、やはりパリ大学教授のドイツ人東洋学者でムニンシマ（Mou nin sima）と読む
クラプロート（Klaproth）との間で論争があった。1829 年にレミュザは、巻末地図に「無人
嶋」の漢字と「ブニンシマ」のカタカナを振った論文を発表したが、地図標題は CARTE
DES ILES BO-NINとボニンを採っている（本文中では Bou-ninも併用している）11）。クラプロ
ートは 1832 年に『三国通覧図説』のフランス語訳を完成させている 12）。彼もまた Bonin
を採用したとの説 13）があるが、その根拠を知らない。
この間、ロンドンの地図出版アロウスミス（Arrowsmith）が太平洋海図を改訂し、1798 年
版にはなかった小笠原諸島が 1820 年版までに、Bonin Islandsとして追加されていることを
確認した（初出は 1818 年の改訂版大型四枚の「アジア図」とも言われるが未見）。要は、学者の
論争はさておいて Boninの名称が現場に流布したということである。従来は、日本語の発
音を聞いた外国人がなまってボニンとしたとの「転訛」説が語られてきた 14）が、年代的に
みて根拠は薄い。
19世紀の、日本を含む北西太平洋海域への関心の高まりの背景が、捕鯨船の操業域拡大
である。石油の普及以前、鯨油は多様な産業目的でのニーズを満たしていた。しかし乱獲
により、漁獲域は米国沿岸からはるか遠方の日本近海にまで及んだ。鳥島に漂着した「ジ
ョン万次郎」が米国捕鯨船に救助されたのも、幕府に開国を迫ったマシュ ・ーペリー提督が
直前に琉球、小笠原に来航し、父島で石炭貯蔵場目的の土地を購入したのも、この理由に
よる。
前後するが、ペリー来航に 20年あまり先立つ 1827 年に、英国の測量艦ブロッサム号
（HMS Blossom）が小笠原に来航して軍務を完遂している。ビーチー（Beechey）艦長は航海
記をその後刊行し、アロウスミスの太平洋海図が示す緯度・経度に Bonin Islandsが発見でき
なかった旨を記している 15）。
無人の島であった Bonin Islandsへの最初の植民は、駐ハワイ英国外交官の肝煎りで 1830
年に行われた。このとき、のちに「欧米系」と呼ばれることになるアメリカ人、イタリア
人、デンマーク人、英国人の 5名とハワイ出身の妻・召使い約 20名が移住した。放牧のヤ
ギ、漁獲したウミガメ、栽培した野菜等の生鮮食料品を艦船に販売するのが、彼らの生業
であった。この地がどこの国にも属さず免税だった反面、1850 年の海賊来襲などの狼藉に
053和光大学現代人間学部紀要　第13号（2020年3月）
苦しめられたことが知られている 16）。
1862（文久 2）年に、外国人居住の事実を知り驚いた外国奉行水野筑後守忠徳の一行が、
小笠原に来航する。乗艦は、サンフランシスコ往復を果たしたオランダ製の咸臨丸であっ
た。到着するなり「礼砲」と称し艦砲を発射。その後も朝夕の定時に発射を続けた。ほど
なくして、夕刻 4時の「ドン」で豚が怯えて暴れて困るとの苦情があり、停止したとも言
われる。これを明治初年の江華島事件をさかのぼる、日本政府による砲艦外交の嚆矢と見
なしうるかもしれない。
いずれにせよ水野遠征隊は住民を集め、幕府による今後の保護を提供する代わりに、義
務を負った日本国民となることを了解せしめた。「小笠原」という、かつて幕府に否定され
た名称がこのとき、欧米列強への事前通告で復活、使用された 17）。
この捏造された歴史のおかげで、小笠原村当局は小笠原一族の故地とされる山梨県櫛形
町（現・南アルプス市）と本土返還 20周年の 1988 年に姉妹都市提携を結び、教育委員会所
管の中学生交流（1年おきの往来）が今も続いている。1993 年に村は、「小笠原諸島発見 400
年・返還 25 周年記念式典」を開催した。
さて、水野隊の遠征に続き、伊豆諸島などから入植者が送り込まれた。しかし、同年 9
月の生麦事件後の情勢変化を受けて、1年を経ずして日本人入植者を全員引き揚げさせて
いる。
その後、幕府の崩壊とクーデター新政権の樹立を見るが、1870 年代に入るまで小笠原の
帰属問題は新政府により放置された。欧米列強外交官からの照会もあり、明治政府は各国
政府に通告の上で、英国製新造艦「明治丸」を派遣し、現地住民に日本帰属の了解を得て
いる。2日遅れで到着した英国公使もこれを諒とし、国際社会における小笠原諸島の日本
帰属が確定した。1876（明治 9）年のことである 18）。
1875（明治 8）年の小笠原には、父島列島 68名、母島列島 3名の総計 71名が居住して
いた。初期の日本人入植者は、収奪的な漁労採集に従事した。アオウミガメは乱獲により
減少したため、徐々に漁獲規制が強化された。固有種であるオガサワラクワ（オガグワと愛
称される）は、伝承によると 1,000 人の樵が 10 年間、山に入って乱伐した結果、ほぼ姿を
消した。
オガグワは単に劇的に減少したばかりか、蚕卵紙生産目的で明治以降に本土から導入し
た飼料用シマグワとの交雑が進み、純系は絶滅に近い。その一方、島の固有植物のシンボ
ルとして、近年再生が試みられている。当初の自然採種による種子繁殖に交雑の可能性が
指摘され、今はクローン繁殖苗を NPOが馴化させた鉢植え苗を、村がボランティアを募っ
て「おがぐわの森」に植樹している。
日本人の入植がはじまって四半世紀を経た 1900 年には、居住人口は父島列島 2,503 人、
母島列島 3,009 人の 5,512 人にもなった。ここで「列島」としているのは、父島、母島以
外の現在無人島になっている島々にも、この時代、人々が居住していたことによる 19）。
第一次大戦後、ドイツの植民地であった南洋群島が大日本帝国の版図に繰り込まれ、サ
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イパン、テニアンには政府機関「南洋庁」が置かれた。月 1便の南洋航路が小笠原に寄港
し、小笠原は南洋への玄関口となった。当時の島民の世界観は、今とは大きく異なってい
たと推察できる。
なお、小笠原は 1920 年以降、要塞化が進められ、憲兵隊を含む将兵が駐屯するところ
であった。写真撮影制限など、軍の機密が島の歴史の解明を妨げている。
その後、主要産業であったサトウキビ栽培が国際的な糖価暴落により打撃を受けるが、
同様な背景を持っていた沖縄と異なり、1930 年代までに作物の切り替えが進められた。中
でも首都圏に向けた季節外れのかぼちゃ栽培は利が大きく、小笠原は裕福な島であった。
1940 年に村制が敷かれ、父島 2か村、母島 2か村、硫黄島 1か村となる 20）。現在無人の
北硫黄島にも、集落と小学校があった。
しかし太平洋戦争の勃発で、状況は一転する。1944 年、米軍の空襲が本格化し、軍令に
より住民の強制疎開が行われた。このため、サイパン、沖縄のように激しい地上戦に住民
が巻き込まれる事態は避けられたが、軍属として各島に残った 825 人の住民は、硫黄島で
は日本軍全滅の道連れになるなど、大きな犠牲を強いられた。欧米系島民は在島時から憲
兵にいじめられ、疎開先の内地でも嫌がらせにあった。1944 年時点での居住人口は、父島
列島 4,348 人、母島列島 2,109 人、火山（硫黄）列島 1,254 人の、合計 7,711 人であった。
現在の人口の 3倍である。加えて、父島・母島には 2万 1,000 名の小笠原兵団将兵が駐屯し
ていた。
敗戦までに、父島では 4,400 名の将兵が戦没している。母島は不明だが、戦没者の死因
が分かっている母島の独立歩兵第 274 大隊について見ると、総員 562 名のうち戦没 52名
（死亡率 9.2%）。そのうち戦死者は 7名、戦傷死者 1名に対し戦病死者が 44名。この戦病死
者のほぼ全員が、栄養失調症だった。島内各所にみられる塹壕等の陣地跡が、兵士の過酷
な労働を物語っている。ある兵士は生還時、身長 171 センチで体重 40キロだった 21）。ボ
ニン・ブルーの小笠原海域での戦没（海没）者は、2万 7,000 名に及ぶ 22）。潜水艦攻撃の犠
牲が多い。
── 戦後史
戦後の小笠原は米軍統治が敷かれ、「欧米系住民」のみ父島への帰還を許された。日本人
は、小笠原で生まれ育っていても帰島を許されなかった。欧米系島民は米軍軍属の仕事に
就き、生活物資は米領グアムから届けられた。海軍提督の名前を取った小中学校レベルの
「ラドフォード学校」が父島に設置され、アメリカ語による教育が行われた。高校への進学
希望者は、飛行艇でグアムの高校に進み、ホストファミリーの家に下宿した。戦前、2か
村があった母島は無住の地となった。米軍のスパイ養成学校が秘密裡に置かれていたとの
説もあるが、未確認である。
父島の場合、戦前の集落は数か所に分散していたのだが、米軍は港湾に隣接した地区に
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しか住民の居住を認めなかった。おそらくは電気、水道などの供給等単純な理由からと思
われるが、これが現在にまで大きく影響を及ぼしている。
ひとつに、日系日本人不在の状況で、既存の土地所有を無視した軍政下でまちづくりが
行われた結果と説明されることがあるが、小笠原村では今なお番地表示がなされていな
い。日本国内に類例があるのかどうか、寡聞にして知らない（戦後無住となっていた母島で
も、同様に番地を用いない。この理由については、調査が必要である）。もうひとつが、コンパ
クトタウンのまちづくり。こちらについては、後述したい。
1968 年の返還後、まず「内地」からやってきたのは東京都職員をはじめとする公務員
と、建設業者であった。これに日本人「旧島民」の二十年余の空白を経た帰島が続き、さ
らにその後、観光等をきっかけにみずから島を選んだ「新島民」の移住が始まる。とはい
え、火山列島の硫黄島・北硫黄島には日本復帰後、今に至るまで旧島民の帰還を日本政府は
認めていない。中学２年生の硫黄島平和学習は、定期船おがさわら丸（以下、通称のおが丸
を使用する）の代替わり＝大型化と、活発な海底隆起のため、2016 年を最後に中断してい
る。2020 年には再開の見通しと、村役場は考えている 23）。
父島には、ラドフォード校に代わり小笠原小学校、小笠原中学校が作られた。母島には
やや遅れて母島小学校、母島中学校が設置されている。
ラドフォード校で英語教育を受けていた欧米系島民の子弟は、当然ながら日本語が不自
由であった。そのため、本土から赴任した教員から不当に「低能」扱いされた疑いがあ
る。
なお「内地」は帝国憲法が及ぶ範囲であり小笠原は外地ではなかったとの指摘がある 24）。
その一方で、小笠原から日本本土を指して使われる内地という言葉は島で定着している。
北海道では「本州」との言い換えがあるが、島では相変わらず内地と言っている。
この「島」という言葉も、小笠原を特徴づけることばのひとつである。小笠原の産物を
指して「島レモン」「島バナナ」「島とうがらし」と言っている分には沖縄同様でまだわかり
やすいが、「島の人」となると、観光客と対比される島民という意味のほかに、代々島で暮
らしてきた（新島民以外の）一族を指すこともあり、話者によって意味合いが違うことがあ
る。
現在の基幹産業は観光サービス業、建設業、漁・農業。政府省庁・都庁（支庁）職員・教
員といった公務員は、国境の島のならいで数が多いのだが、異動を前提とした赴任であ
る。東京都職員である教員も、6年以上の在島は難しくなったと聞く。ほかに、自然科学
系研究者が新島民に加わるようになった。
島の暮らしで興味深いのが、いくつかのアルバイトを掛け持ちしながら生計を立ててい
る人の多さである。住民基本台帳に載らない人がどの程度か、調査の余地がある。
なお島には、お互いを姓名の「名」のほうで呼ぶ習慣がある。姓を知らないため、「あの
二人、ご夫婦だったの」と後になって知ることがあるとも聞いた。これは、戦後の米軍統
治以来の習慣と理解されている。日本の伝統村落で、名字が極端に少ないことから名や屋
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号で呼ぶところもあったが、こうした観念とは関連付けられていない。屋号は出身地の八
丈島などでは使っていたが、島に来たのは次男・三男だからと理解されている。
返還 51年目となり、島の戦前を知る世代が急速に物故しつつあり、伝承の継承が喫緊の
課題である。たとえば、船着き場に近い清瀬のトンネルは、空襲の際の住民の避難場所で
あった。負傷して息絶える人がもたれかかっていた壁沿いを通らぬとの不文律が今から 20
年ほど前まで生きていたが、この頃は聞かれなくなったという。
自然の恵みをいただくローカルな知が、意外に伝承されていない。戦前の潮干狩り風景
の写真が残っているが、返還後の開発で干潟がそもそも失われた。旧島民に伝承されてい
たマイナーサブシステンスにかかわる知は、23年間の米国時代の世代交代で忘れられてし
まったのだろうか。年間 135 頭の枠の中で行われるアオウミガメ漁のあと、解体の手伝い
に集まり、振る舞いの昼食を楽しむ若者の姿に、わずかに片鱗をとどめている。母島ではカ
メの解体が 20年ほど前にメディアのバッシングに遭ったため、解体は非公開と聞いた。
── 文化
コンパクトなまちづくりが米軍占領時代の遺産であることを上記したが、集約的なまち
づくりは今も踏襲されている。都区部同様に集合住宅が多い。都営住宅に人口の 3割相当
が居住し、社宅、民間アパートもある。一戸建ては、古くからの島民に限られている。従
って、自然に囲まれている割に山がちなこともあり、植物を育てて自然と触れ合う機会は
意外と少ない。海に恵まれている点とは正反対である。
街が小さいため、1時間半ある昼休みに、家に帰って昼食がとれる。つまり、地域に昼
から大人の姿がある。その子の親でなくても子供の面倒を見る、いわゆる「地域で子育て」
の傾向は、とくに母島で顕著である。通勤に時間を要しないことから、生活の質は概して
高い。ものを考える時間に恵まれているためか、明確な意見の持ち主に出会うことが多
い。評論家だらけという自嘲も聞く。子供たちの多くが物おじせず自己主張できているよ
うに見受けられるのも、こうした大人の影響を考えてよいかもしれない。
夏休みに入り、小笠原がいよいよ夏らしくなると、島の子供が少なくなる。内地への帰
省である。島の人の多くは、1年のふた月くらい島を離れているようである。
学習塾はなく、サークル活動が活発。文化現象となっている「ハワイアンフラ」や「和
太鼓」、都指定無形民俗文化財の「南洋踊り」など、身体パフォーマンスが島の文化を特徴
づけている。以下、紹介したい。
ハワイアンフラは、ハワイでフラを学んできた一女性とそのお弟子さんが、数十年で島
に定着させた。７月上旬に父島の「お祭り広場」で開催されるイベント「フラ・オハナ」で
は、島民の一割以上が競演する。小学生が、中・高校生の踊りを真剣に見つめているまなざ
しが印象深い。高校生のフラは、半年後の卒業と同時に離島する 3年生に晴れ舞台を用意
していた。なぜ小笠原でフラなのか、それは、島の最初の住民の多くがハワイ系であった
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ことに敬意を表し、島のアイデンティティを確認する意味があるという。フラ装束に使わ
れる「ティー」の葉やプルメリアの花などが屋外で生育している点も、ハワイと同じであ
る。
南洋踊りはもと、「土人踊り」と呼ばれていた。欧米系住民の一人が出張先のサイパンか
ら持ち帰ったものとされ、研究が進んでいる 25）。日本統治時代の学校教育が現地で普及さ
せた西洋音楽がベースになり、軍隊式の行進をイメージさせる。酋長が中央で踊ることは
伝統社会ではありえず、フィクションである。意味不明の歌詞が伝承されていることも興
味深い。ハイシーズンには観光客向けのアトラクションとして、保存会メンバーにより
「お祭り広場」で時折上演されている。1980 年代に入って、タマナの木の幹をくりぬいた
カカと呼ばれるスリットドラムの伴奏が導入され、返還 20周年祭から定着を見た。かよ
うに、伝統の創出過程を見ることができる。
和太鼓は、八丈島の伝統芸能である。しかし、意外なことに八丈系の太鼓は少数派で、
おが丸の出港時に演奏される Bonin囃子など、新しいスタイルの太鼓サークルがいくつも
できている。
8月の盆踊りも、特徴的である。練習に二晩。続いて本番が三晩続く。反時計回りにや
ぐらを回りながら踊る演目は、炭坑節など内地と共通のもののほか、「まっこう音頭」など
島のオリジナル曲が数曲あり、地域の個性を発揮している。やぐら太鼓の打ち手が、行列
を作っている。
11月 1、2、3日の大神山神社例大祭では、小学生男女がほぼ全員参加する子供相撲と高
校生以上の女子相撲、大人相撲、演芸大会と三晩続く。その前の晩はハロウィーン。米軍
時代以来の伝統と言い、仮装した子供たちには店ごとにお菓子の振る舞いがある。11月下
旬にはお祭り広場で夜の野外映画会も開催されている。
これら定例のイベントには、お好み焼き、生ビールといったお祭りにつきものの夜店が
出る。内地と違い、業者の夜店はない。すべて、島内の企業、グループなどを単位とした
素人の出店である。漁協のメカジキ焼きは人気が高い。各種のイベントが、年齢を超えた
村民の参加と協働の場となっている。
── 生活
ほぼ 6日おきの定期船おが丸の入出港が、島の生活単位である。いまの三代目おが丸
は、2016 年に就航した。東京・竹芝桟橋を 11時に出港し、24時間後の翌日 11時に父島、
二見港に入港する。この日の午後には船積みされていた生鮮食料品が父島に 2軒あるスー
パーに並ぶため、まとめ買いの買物客でにぎわう。店内外で知り合いに出会うことも多
い。入港日の午後から翌朝にかけて、郵便物や宅急便の荷物が配達される。
ある時、「島の経済を支えているのは誰だと思います？」と聞かれて、私はとっさの返答
に窮したことがある。答えは「高校生」。おが丸で届けられた生鮮食料品をスーパーの棚に
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並べるのも、宅急便の配達も、おが丸の清掃・ベッドメイキングもすべて島の高校生が行っ
ている。学年が上がるにつれて、時給もちょっとずつ上がると聞いた。
入港から 3日間、観光業者は忙しい。入港日午後のツアーに出かける旅行客も多い。中
2日は、朝出た観光船が夕刻に帰港する。山・森、戦跡のツアーもある。日本軍が残した金
属類は、内地の場合、朝鮮戦争の特需で姿を消した。島の場合は、輸送コストがかかるた
め、真鍮・電線の銅などの金目のものは持ち去られたが、大砲などのクズ鉄は魅力的でなか
ったらしい。山に電線を盗りに行って引っ張ったら、引っ張り返されたという笑い話を母
島で聞いた。反対側にも、電線盗りの人がいたという意味である。
山中には、戦時中の軍隊が消費したと思しき「大日本麦酒製造」の刻印がある空色のビ
ール瓶が、斜面に何十本も転がっていたりする。薬莢も、あちこちに落ちている。持ち去
られて消滅しないよう、文化財包蔵地の指定を考えるべき時期かもしれない。境浦沖でシ
ュノーケリングスポットとなっている沈没船「濱江丸������」は、古い写真に比べるとずいぶん
風化が進んでいる。
小笠原はホエールウォッチングを日本で最初に始めた地として知られている。ドルフィ
ンスイムや、ダイビングも人気が高い。15時の出港まで、午後の街を散策する観光客でに
ぎわう。
おが丸が出港してしまうと、街が静まり返る。スーパーの棚に空きが目立つようにな
る。出航翌日には生協スーパーが休み、その翌日には筋向いの小祝スーパーが店休日とな
る。そして、3日目の昼前におが丸が着船すると、上記したサイクルがまた始まる。カレ
ンダーに貼りつける「入」「出」のスティッカーがあるくらい、おが丸の出入りは曜日感覚
の上を行く生活のリズムとなっている。
生活物資を内地に依存しているため、島の物価は高い。加えて、世界遺産として馳名の
観光地である分、プレミアム料金が上乗せされていると言った人もあった。
それでも、以前と比較してよくなったと考える人もいる。以前は食堂が数えるほどしか
なく、どうしたらできるのというくらい不味いカレーライスを出されたものだが、世界遺
産で新たな業者が内地から入ったりして淘汰が進み、胃袋関係は全体としてよくなったと
いう好意的な見方を、複数の人から聞いた。一方で、3食外食をしたら大変という人もい
る。
夏休みと年末年始は、おが丸が「着発」となる。つまり、昼前 11時に到着したその午後
15時半に二見港を出港するピストン輸送である。観光関係者の書き入れ時である。
おが丸の送迎で、埠頭に集まる人が多い。村民の定期的な顔合わせとコミュニケーショ
ンの場となっている。見送りは特に盛大である。岸壁からの見送りに加え、レジャーボー
トが 7，8隻、おが丸の舷側すなわち着岸時、陸側だった右舷を並走する。港外に出たと
ころで、手を振っていたスタッフが次々と青い海に飛び込んで、さらに海面から手を振っ
てくれる。この習慣がいつ、どのように始まったのか、知りたいと思っている。
出港の見送り時に、知人にレイを渡す習慣がある。なので、出港日には道路沿いの赤い
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ハイビスカスの植栽から、一時的に花が消える。ハイビスカスは一日花なので、翌日から
はまた咲きだす。このレイを海に投げ込むと、島に縁が出来てまた戻って来られるとい
い、見送りの人は「行ってらっしゃい」と声をかける習慣である（入港時には「お帰りなさ
い」）。ハワイと違って、観光業者が来客の首にレイをかける習慣はない。
観光客に共通しているのは、最低でも往復 4万 8000 円の船賃（2020 年 2月現在）、宿
代、食費のほかに、最低 6日の休みを取れる人ということである。結果的に多いのが前期
高齢者。これに続くのが、休み期間中の大学生。会社を辞めて、次の仕事が見つかるまで
の期間を利用した人にも会った。日本社会の二極化の更なる進展や、10年後に現在の前期
高齢者が後期高齢者になることを考えると、観光地小笠原の将来はどうなるのか。持続可
能性が気にかかる。
定期船おが丸のほかに、不定期で大型クルーズ船が入港する。上陸して、夕方には船に
戻ってしまう。護衛艦が入港することが時々あり、筋骨たくましい若者が公園でたむろし
ている。交代で上陸しているらしい。その昔、羽目を外して全裸で日向ぼっこをしていた
自衛官がいて「この島はそういうところではありません」と、警察に通報された云々。
外国人の姿をときどき見かけるが、クルーズ船でなくおが丸で来る人はおしなべて、日
本語の達人だったり、通訳を同伴していたりする。島のガイドをはじめとする観光業界
が、外国人対応になっていないことは、気にかかる点のもうひとつ。たとえばベジタリア
ンレストランがない。モスクはもちろん、ハラル肉を提供するレストランもない。
島のガイドは、島暮らしを始めて先輩のもとで長年経験を積んだ後に独立して起業する
ことが多い。海外の観光地の実情を知っているのかいないのか、クレジットカードの普及
率は低い。
島には子供の数が多い点、過疎に苦しみがちな一般の離島とは異なるが、数年で転勤す
る公務員比率が高いため、卒業前に島を離れる子も多い。
2011 年のユネスコ世界自然遺産指定により、山に以前のような自由な立ち入りが出来な
くなるなど、生態系保全という公益のために、自由が規制される場面がふえた。
自然系の研究が活発。国内外から来島の研究者や地元 NPOからの課題提起など、無料講
演会が開かれ盛況である。高学歴者が相対的に多く、学習意欲は高い。
経営者による、地域の経済的自立を目指した定例学習活動や、逃げ出した場合に島の生
態系に悪影響を与える外来種になりかねないペット飼育の折り合いをどうつけるか等に目
的を特化した村役場主催の村民向けワークショップもある。ただ、村の教育委員会業務は
ほぼ学校教育に特化している。社会教育施設（図書館・博物館・公民館）がない、全国的にも
特徴的な自治体である。地震・津波でたとえ島が無傷であっても、東京が被災したら、島へ
の生活物資はどうなるのか。村民の自治能力強化に向けた学習コーディネート機能に今後
の展開の余地があるとみている。
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